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�広報まつまえ 平成１９年７月号

 

 

 

　

平
成　

年
度
各
会
計
の
決
算
概

１８

要
に
つ
い
て
、
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
水
道
事
業
及
び

１８

病
院
事
業
を
除
く
各
会
計
に
つ
き

ま
し
て
は
、
出
納
整
理
中
で
ご
ざ

い
ま
し
た
の
で
、
５
月　

日
現
在

２５

の
決
算
見
込
み
の
概
要
に
つ
い
て

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
一
般
会
計
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
歳
入
見
込
み
総
額　
５３

億
２
千
３
百　

万
円
、
歳
出
見
込

８３

み
総
額　

億
３
千
２
百
６
万
円
で
、

５２

歳
入
歳
出
差
引
残
額
が
９
千
百　
７７

万
円
の
見
込
み
と
な
り
、
こ
の
残

額
に
は
平
成　

年
度
へ
明
許
繰
り

１９

越
し
い
た
し
ま
し
た
事
業
に
係
る

財
源
８
百　

万
４
千
５
百　

円
を

７８

３８

含
み
、
翌
年
度
へ
の
繰
り
越
し
及

び
財
政
調
整
基
金
へ
の
繰
り
入
れ

を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

次
に
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ

き
ま
し
て
は
、
歳
入
見
込
み
総
額

　

億
７
千　

万
円
、
歳
出
見
込
み

１３

６２

総
額　

億
４
千
２
百　

万
円
で
、

１４

９３

歳
入
歳
出
差
引
不
足
額
が
７
千
２

百　

万
円
の
見
込
み
と
な
る
た
め
、

３１
全
額
平
成　

年
度
繰
上
充
用
金
で

１９

補
て
ん
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

次
に
、
老
人
保
健
特
別
会
計
に

つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
見
込
み
総

額　

億
５
百　

万
円
、
歳
出
見
込

１６

１３

み
総
額　

億
８
千
６
百　

万
円
で
、

１５

６４

歳
入
歳
出
差
引
残
額
が
１
千
８
百

　

万
円
の
見
込
み
と
な
り
、
全
額

４９平
成　

年
度
会
計
へ
繰
り
越
そ
う

１９

と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に

つ
き
ま
し
て
は
、
保
険
事
業
勘
定

で
、
歳
入
見
込
み
総
額
７
億
３
千

５
百
５
万
円
、
歳
出
見
込
み
総
額

６
億
９
千　

万
円
で
、
歳
入
歳
出

９７

差
引
残
額
が
４
千
４
百
８
万
円
の

見
込
み
と
な
り
、
こ
の
残
額
に
は

平
成　

年
度
へ
明
許
繰
り
越
し
い

１９

た
し
ま
し
た
事
業
に
係
る
財
源
百

　

万
２
千
６
百　

円
を
含
み
、
全

３８

６８

額
平
成　

年
度
会
計
へ
繰
り
越
そ

１９

う
と
す
る
も
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
事

業
勘
定
で
は
、
歳
入
見
込
み
総
額

１
千
百　

万
円
、
歳
出
見
込
み
総

４３

額
１
千
百
５
万
円
で
歳
入
歳
出
差

引
残
額
が　

万
円
の
見
込
み
と
な

３８

り
、
全
額
平
成　

年
度
会
計
へ
繰

１９

り
越
そ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
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議決月日議決結果件　　　　　　名

６月５日原案可決平成１９年度松前町一般会計補正予算（第１回）

６月５日原案可決平成１９年度松前町国民健康保険特別会計補正予算（第２回）

６月５日原案可決平成１９年度松前町老人保健特別会計補正予算（第１回）

６月５日原案可決平成１９年度松前町水道事業会計補正予算（第１回）

６月５日原案可決
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例制定について

６月５日原案可決松前町国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について

６月５日原案可決
松前町合併処理浄化槽設置補助条例の一部を改正する条例制定
について

６月５日原案可決
松前町学校給食共同調理場設置及び運営に関する条例の一部を
改正する条例制定について

６月５日原案可決新たに生じた土地の確認について

６月５日原案可決字の区域の変更について

６月５日原案可決
渡島西部地域障害程度区分認定審査会共同設置規約の変更に関
する協議について

�
�
�
�
�
�
�

報告月日件　　　　　　名

６月５日平成１８事業年度松前町土地開発公社決算について

６月５日平成１９事業年度松前町土地開発公社事業計画について



� 広報まつまえ 平成１９年７月号

　

次
に
、
水
道
事
業
会
計
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成　

年
３
月　

日

１９

３１

を
も
っ
て
事
業
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
期
間
に
お
け
る
収
益

的
収
入
は
、
消
費
税
込
み
で
２
億

２
百　

万　

円
で
、
収
益
的
支
出

７９

４７

は
、
消
費
税
込
み
で
１
億
７
千
６

百　

万
３
千
百　

円
と
な
り
、
利

３０

７０

益
は
２
千
６
百　

万
６
千
８
百　

４８

７７

円
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
資
本

的
収
支
勘
定
等
に
お
け
る
消
費
税

の
支
出
が
２
百　

万
８
千
３
百　

８９

９３

円
と
な
る
た
め
、
当
年
度
の
純
利

益
は
、
２
千
３
百　

万
８
千
４
百

５８

　

円
と
な
り
ま
す
。

８４
　

ま
た
、
資
本
的
収
入
は
、
消
費

税
込
み
で
２
千
６
百　

万
２
千
百

５７

　

円
で
、
資
本
的
支
出
は
、
消
費

１３税
込
み
で
１
億
１
千
２
百　

万
１

７２

千
９
百　

円
と
な
り
、
差
し
引
き

１２

８
千
６
百　

万
９
千
７
百　

円
の

１４

９９

不
足
を
生
じ
ま
し
た
が
、
こ
の
措

置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
減
債
積
立

金
１
千
万
円
、
過
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
７
千
３
百　

万
７
千

８７

３
百　

円
、
当
年
度
分
消
費
税
及

９５

び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整

額
２
百　

万
２
千
４
百
４
円
で
補

２７

て
ん
し
、
決
算
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
病
院
事
業
会
計
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
平
成　

年
３
月　

１９

３１

日
を
も
っ
て
事
業
を
終
了
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
期
間
に
お
け
る
収

益
的
収
入
は
、
消
費
税
込
み
で　
１１

億
６
千
９
百　

万
４
千
９
百　

円

２６

５４

で
、
収
益
的
支
出
は
、
消
費
税
込

み
で　

億
１
千
２
百　

万
３
千
７

１３

３０

百　

円
と
な
り
、
損
失
は
、
１
億

７５
４
千
３
百
３
万
８
千
８
百　

円
と

２１

な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
資
本
的
収

支
勘
定
に
お
け
る
消
費
税
の
支
出

が　

万
６
千
５
百
円
と
な
る
た
め
、

２９
１
億
４
千
３
百　

万
５
千
３
百　

３３

２１

円
の
当
年
度
純
損
失
を
生
じ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
は
、
消
費

税
込
み
で
２
千
２
百　

万
２
千
３

２８

百
円
で
、
資
本
的
支
出
は
、
消
費

税
込
み
で
収
入
と
同
額
の
２
千
２

百　

万
２
千
３
百
円
と
な
っ
て
お

２８
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
各
会
計
事
務
、
事

１８

業
の
推
進
に
あ
た
り
、
議
員
の
皆

様
並
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力

に
対
し
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
お
礼

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

　
　

�
期
間　

平
成　

年
４
月　

日

１９

２８

　
　
　
　

〜
５
月　

日（　

日
間
）

２０

２３

 

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
億
４
千
９
百　

万
２
千
円

１５

を
追
加
し
、
予
算
総
額
が　

億
９

４７

千
９
百　

万
２
千
円
に
な
り
ま
し

４５

た
。

　

追
加
補
正
し
た
主
な
内
容
は
、

街
な
み
環
境
整
備
事
業
費
、
障
害

者
自
立
支
援
医
療
給
付
費
、
障
害

者
自
立
支
援
シ
ス
テ
ム
事
業
費
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
対
す

る
繰
出
金
、
温
泉
休
養
セ
ン
タ
ー

給
湯
設
備
改
造
・
揚
湯
管
入
替
工

事
請
負
費
、
町
営
住
宅
建
設
工
事

請
負
費
な
ど
で
す
。

　

今
回
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
回
）
は
、
既

定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
百　

万
２
千

５５

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
が　

億
１６

８
千
百　

万
７
千
円
に
な
り
ま
し

８６

た
。

　

追
加
補
正
し
た
内
容
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
創
設
準
備
事
業

費
及
び
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

な
ど
で
す
。

　

今
回
の
老
人
保
健
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
回
）
は
、
既
定
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
８
百　

万
６
千

４８

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
が　

億
１５

９
千
８
百　

万
５
千
円
に
な
り
ま

８５

し
た
。

　

追
加
補
正
し
た
内
容
は
、
平
成

　

年
度
分
の
繰
越
金
と
精
算
に
伴

１８う
支
払
基
金
な
ど
へ
の
償
還
金
及

び
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
で
す
。

　

今
回
の
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
は
、
収
益
的
収
支
勘
定
の
支
出

で
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
で
２

百　

万
３
千
円
を
減
額
し
、
支
出

９８
総
額
を
１
億
８
千
９
百　

万
１
千

８３

円
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
勘
定
に
お

い
て
は
、
支
出
で
建
石
地
内
配
水

池
整
備
工
事
費
等
と
し
て
６
千
２

��
��
�������

��

�������

比　　較平成１８年平成１９年区　　　分

    (＋６.５％)
 ＋１３,４００人

２０５,６００人２１９,０００人期間総入り込み数

�公園入り込み状況

平年開花日平成１８年開花日平成１９年開花日種　類区　  分

４月３０日５月４日４月３０日染井吉野
早 咲 き

５月１日５月６日４月３０日南　　殿

５月３日５月１０日５月４日雨　　宿中 咲 き

５月１１日５月１４日５月１３日関　　山遅 咲 き

�桜の開花状況
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百　

万
１
千
円
を
追
加
し
、
支
出

６０
総
額
を
１
億
４
千　

万
１
千
円
と

２９

し
ま
し
た
。

　

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経

費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

投
票
管
理
者
等
の
報
酬
の
額
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の

委
員
定
数
を
渡
島
管
内
の
状
況
等

を
勘
案
し
て　

人
か
ら
９
人
に
改

１２

正
す
る
も
の
で
す
。

　

国
の
交
付
金
交
付
要
綱
等
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
合
併
処
理
浄
化

槽
補
助
の
基
準
限
度
額
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
の
補
助
限

度
額
も
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
及
び
学

校
数
の
減
少
に
伴
い
、
学
校
給
食

運
営
委
員
会
の
委
員
数
を　

人
以

２５

内
か
ら　

人
以
内
に
改
正
す
る
も

１６

の
で
す
。

　

字
清
部
と
字
札
前
の
公
有
水
面

の
埋
立
に
よ
り
生
じ
た
土
地
を
確

認
し
、
字
の
区
域
を
変
更
し
た
も

の
で
す
。

　

介
護
保
険
の
障
害
者
程
度
区
分

判
定
の
う
ち
、
知
的
障
害
及
び
精

神
障
害
に
つ
い
て
は
、
専
門
的
な

知
識
が
必
要
な
こ
と
か
ら
当
該
委

員
を
加
え
て
委
員
定
数
を　

人
以

１８

内
か
ら　

人
以
内
に
変
更
し
、
委

２０

員
の
任
命
方
法
に
つ
い
て
も
規
約

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

 

 

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
回
）
は
、
既
定
の
事

業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
千
２
百

　

万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

３１額
が　

億
７
千
２
百　

万
５
千
円

１６

３１

と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
平
成　

年
度

１８

会
計
で
約
７
千
２
百　

万
５
千
円

３１

の
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
平
成　

年
度
会
計
か
ら
繰

１９

上
充
用
し
、
補
填
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
改
正
は
、
地
方
税
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
、
地

方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
及
び
地
方
税
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
が
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
町
民
税
、
固

定
資
産
税
、
た
ば
こ
税
等
の
町
税

条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
��

��

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
	
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


�

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
��
�
�
�
�
	


����
�
�
�
�
�
�
�
��
�

��

��

�
�
�
�
�

�
��
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
�
	
�


�

��

��

�

�

�

�

���������������������������������������������

���������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

報告月日件　　　　　　名

５月２８日繰越明許費繰越計算書について

５月２８日繰越明許費繰越計算書について

議決月日議決結果件　　　　　　名

５月２８日原案可決平成１９年度松前町国民健康保険特別会計補正予算（第１回）

５月２８日原案可決町税条例の一部を改正する条例制定について
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� 広報まつまえ 平成１９年７月号

　協働とは、・・・　住民と行政が相互に自立した立場で、協力して目標達成のため力
を尽くすことです。
　今、地方自治体を取り巻く環境は、地方の自立、地方分権の中にあってまちづくりに
住民参加が強く求められております。
　自らのまち（地域）は、みんなで協働して知恵や力を出し合いながら、住みよい町に
創り育てていくことが大切です。
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平
成　

年
に
、
国
の
今
後
の
障
害
保
健
福
祉
施
策
に
つ
い

１６

て
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
示
さ
れ
、
平
成　

年
に
は
制
度

１７

の
基
盤
と
持
続
性
・
可
能
性
の
強
化
を
め
ざ
し
た
「
障
害
者

自
立
支
援
法
」
が
制
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
　

こ
の
こ
と
か
ら
松
前
町
と
し
て
も
、
取
り
組
む
べ
き
施
策

の
領
域
は
さ
ら
に
拡
大
し
、
障
害
者
を
地
域
で
総
合
的
に
支

援
し
て
い
く
施
策
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
た
め
、「
障
害
の
あ
る
人
が
自
立
し
、
希
望
す
る
す

べ
て
の
障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
実

現
す
る
た
め
、「
松
前
町
障
害
者
計
画
」
を
策
定
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
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こ
の
計
画
は
、
障
害
者
基
本
法
第
９
条
第
３
項
で
定
め
る

市
町
村
が
行
う
べ
き
施
策
に
関
す
る
当
町
の
基
本
的
な
計

画
で
す
。

��
�
�
�
�
�
�

　
　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の　

か
年
と
し
ま

１８

２７

１０

す
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
内
容
の
見
直
し
が
で
き
る
こ
と

と
し
ま
す
。
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こ
の
計
画
で
い
う
障
害
者
と
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
及
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
手
帳
所
持
者

ば
か
り
で
は
な
く
、
難
病
患
者
を
は
じ
め
、
療
育
が
必
要
な

児
童
、
発
達
障
害
者
、
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
制
度

の
適
用
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
で

支
援
を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
人
と
し
ま
す
。
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身
体
障
害
者
手
帳
交
付
者
数
は
、
平
成　

年
度
に　

人

１８

６５３

と
な
っ
て
お
り
、
平
成
８
年
度
と
比
較
す
る
と
、　

年
間

１０

で　

人
増
加
し
、　

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１１３

１.２１

　
　
　

障
害
別
の
状
況
で
は
、
肢
体
不
自
由
が　

人
で
最
も
多

４０７

く
、
全
体
の　

％
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
、
内
部
機
能

６２

障
害
が　

人
、
聴
覚
・
平
衡
機
能
障
害
が　

人
、
視
覚
障

１３０

５７

害
が　

人
、
音
声
・
言
語
・
そ
し
ゃ
く
機
能
障
害
が
７
人

５２

と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　
　
　

療
育
手
帳
の
交
付
者
数
は
、
平
成　

年
度
で　

人
と
な

１８

１０３

っ
て
お
り
、
平
成
８
年
度
と
比
較
す
る
と
、　

年
間
で　

１０

１３

人
増
加
し
、　

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１.１４

　
　
　

障
害
の
程
度
別
の
状
況
で
は
、
Ａ
判
定
（
重
度
）
が　
４０

人
、
Ｂ
判
定
（
中
軽
度
）
が　

人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

６３

�
�
�
�
�
�
�

　
　
　

当
町
で
把
握
し
て
い
る
精
神
障
害
者
数
は
、
平
成　

年
１８

に　

人
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
８
年
度
と
比
較
す
る
と
、

１７０

　

年
間
で　

人
増
加
し
、　

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
疾
患

１０

５８

１.５２

別
の
状
況
で
は
、
統
合
失
調
症
が
最
も
多
く
、
全
体
の　
３２

％
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
、
心
因
性
精
神
障
害
、
そ
う

う
つ
病
、
て
ん
か
ん
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

広報まつまえ 平成１９年７月号�

　
　
　

ま
た
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
者
数
は
、

平
成　

年
に　

人
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
８
年
と
比
較
す

１８

１９

る
と
、　

年
間
で　

人
増
加
し
、　

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１０

１８

１９
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こ
の
計
画
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢

期
に
至
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
、

身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
な
適
応
能
力
の
回
復
に
と
ど
ま

ら
ず
、
基
本
的
人
権
を
も
ち
、
地
域
の
中
で
自
立
と
参
加
が

で
き
る
よ
う
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
体
系
的
に
提
供
さ
れ
る

社
会
を
目
指
す
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
理
念
と
、
障

害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
地
域
の
中
で
支
え
あ
い
、
共
に

生
き
る
社
会
を
目
指
す
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
理

念
を
基
本
と
し
、
障
害
の
あ
る
人
が
自
立
し
、
生
き
が
い
を

持
ち
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
。
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障
害
の
あ
る
人
が
自
ら
の
選
択
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
の
継
続
や
、
入
所
施
設
か
ら
地

域
生
活
へ
の
移
行
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
の

障
害
に
応
じ
た
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
障
害
の
特
性

に
対
応
し
た
適
切
な
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
体
制
の
整
備
・
充
実
を
図
り
ま
す
。
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障
害
の
あ
る
人
が
自
ら
の
選
択
と
決
定
に
よ
り
、
自
立

し
て
主
体
的
に
行
動
す
る
と
と
も
に
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

活
動
に
参
加
し
、
地
域
に
お
い
て
生
き
が
い
を
も
っ
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
早
期
療
育
や
教
育

を
通
じ
た
発
達
支
援
、
就
労
支
援
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
支
援
の
充
実
に
努
め
、
自
立
や
社
会
参
加
を

促
進
し
ま
す
。
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障
害
の
あ
る
人
の
生
活
環
境
を
整
備
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
地
域
社
会
に
存
在
す
る
偏
見
や
差
別
と
い
っ
た

心
の
バ
リ
ア
、
住
ま
い
や
移
動
等
の
環
境
の
バ
リ
ア
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
情
報
の
バ
リ
ア
な
ど
、
地
域
生

活
を
阻
む
様
々
な
バ
リ
ア
の
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、

障
害
の
あ
る
人
の
地
域
生
活
を
支
え
る
住
民
の
主
体
的

な
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
ま
す
。　
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�広報まつまえ 平成１９年７月号
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夏
を
迎
え
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン

が
到
来
し
、
折
戸
浜
に
も
多
く
の

方
が
訪
れ
ま
す
が
、
安
全
に
留
意

し
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、

今
年
も
美
し
い
砂
浜
と
奇
岩
が
つ

ら
な
る
道
立
自
然
公
園
「
折
戸
浜

海
岸
」
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
更
衣
室
、

炊
事
場
は
老
朽
化
の
た
め
休
止
し

て
お
り
ま
す
が
、
体
を
洗
う
た
め

の
水
道
（
簡
易
シ
ャ
ワ
ー
）
と
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
利
用
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

・
海
浜
地
の
利
用
に
あ
た
り
、
他

人
の
迷
惑
と
な
る
行
為
は
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
危
険
な
遊
技
等
を
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
空
ビ
ン
、
空
カ
ン
な
ど
の
ゴ
ミ

は
家
庭
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

・
海
浜
地
か
ら
の
帰
り
に
は
、
お

酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	

松
前
観
光
協
会
（�
　

－

２
７
２

４２

６
）

役
場
産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ
ル

ー
プ
（�
　

－

２
２
７
５
）

４２

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

夏
に
な
る
と
増
え
る
の
が
、
水

の
事
故
で
す
。
波
に
さ
ら
わ
れ
た

り
、
思
わ
ず
深
み
に
は
ま
っ
た
り

し
て
生
命
を
失
っ
た
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
悲
惨
な
水
の
事
故
は
、

自
ら
の
不
注
意
や
周
囲
の
目
が
行

き
届
か
な
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス

で
起
き
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

子
供
の
水
の
事
故
は
、
親
が
注

意
し
て
い
れ
ば
防
げ
る
こ
と
が
多

い
も
の
で
す
。
子
供
た
ち
だ
け
で

海
や
水
辺
に
行
か
せ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
が
水
辺
に
行

く
時
は
、
必
ず
親
が
付
き
添
っ
て

目
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
���
�
�
�
�
�

�
�
�
�

　

ウ
ニ
・
ア
ワ
ビ
な
ど
の
密
漁
は

漁
業
者
に
と
っ
て
は
、
い
ず
れ
も

深
刻
な
悩
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
資
源
は
、

漁
業
者
の
た
め
の
も
の
と
し
て
法

律
で
保
護
さ
れ
て
お
り
、
密
漁
に

対
し
て
は
厳
し
い
罰
則
が
適
用
さ

れ
ま
す
が
、
特
に
組
織
的
か
つ
巧

妙
な
手
口
も
毎
年
あ
と
を
絶
た
な

い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
取
締
機
関
や
漁
業

関
係
者
は
、
よ
り
緊
密
な
連
絡
の

も
と
に
取
締
り
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

も
密
漁
防
止
に
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

も
し
、
ウ
ニ
や
ア
ワ
ビ
な
ど
を

密
漁
し
て
い
る
現
場
や
ア
ク
ア
ラ

ン
グ
（
潜
水
器
具
）
な
ど
を
使
用

し
た
挙
動
不
審
な
人
を
見
か
け
た

と
き
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や
漁

組
、
漁
業
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
密
漁
者
ば
か
り
で
な
く
、

規
則
に
違
反
し
て
採
取
し
た
ウ
ニ

や
ア
ワ
ビ
な
ど
を
所
持
し
、
ま
た

は
販
売
し
た
場
合
も
罰
せ
ら
れ
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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※お問い合わせ先　役場総務課政策推進グループ（�４２－２２７５）

対象地域等場　　　　　所時　　間日にち

 白神～荒谷地区白 神 寿 の 家

１８：３０～２０：３０

７月４日
（水）

 館浜～茂草地区小島地区基幹集落センター７月５日
（木）

 町内産業団体　町 民 総 合 セ ン タ ー１３：３０～１５：３０７月６日
（金）

 清部～原口地区パートナーシップランド
『 い さ り び 』

１８：３０～２０：３０

７月９日
（月）

 大沢～福山地区月 島 福 祉 の 家７月１０日
（火）

 松城～建石地区ふれあい交流センター７月１１日
（水）
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広報まつまえ 平成１９年７月号�

　

平
成　

年
度
の
史
跡
整
備
事
業

１７

で
、
福
山
城
復
元
の
た
め
の
石
垣

石
を
採
掘
す
る
た
め
、
神
明
に
あ

る
町
有
地
で
掘
削
工
事
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
石
垣
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
工
事
は
直
ち
に
中
止
さ
れ
、

発
見
さ
れ
た
石
垣
と
そ
の
周
辺
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
石
垣
の
そ
ば

か
ら
幕
末
の
信
楽
焼
き
の
土
瓶
が

出
土
し
、
そ
の
沢
の
上
流
に
は
石

垣
石
を
採
掘
し
た
と
思
わ
れ
る
大

き
な
窪
み
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
築
城
時
に

石
垣
石
を
採
掘
し
た
跡
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
文
化
庁

の
指
導
の
も
と
に
、
国
の
補
助
を

得
て
、
昨
年
度
か
ら
調
査
を
開
始

し
ま
し
た
。 

　

も
ち
ろ
ん
築
城
時
だ
け
採
掘
し

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

以
前
に
も
掘
削
し
て
い
た
こ
と
が
、

幕
末
の
探
検
家
松
浦
武
四
郎
が
嘉

永
３
年
に
書
き
上
げ
た
『
蝦
夷
日

誌
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

「
松
前
福
山
」
の
項
の
う
ち
「
神

明
町
」
に
は
「
石
切
場
」
が
あ
っ

て
、「
石
質
は 
甚 
だ
柔
ら
か
い
が
、

は
な
は

こ
の
地
（
松
前
）
の 
竈
石 
や 
敷
石 

か
ま
ど
い
し 

し
き
い
し

の
多
く
は
こ
こ
よ
り
出
す
」
と
あ

り
ま
す
。
次
に
、
築
城
時
に
採
掘

し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
松

前
町
史
』
な
ど
に
「
神
明
沢
奥
よ

り
大
石
垣
石
を
切
り
出
し
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
、
最
近
時

ま
で
同
地
で
切
り
出
し
、
鉄
道
工

事
や
史
跡
の
復
元
な
ど
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
時
の
切

り
出
し
場
所
は
判
っ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
以
外
の
切
り
出
し
跡
が
明
治

以
前
の
切
り
出
し
場
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
そ
の
最
大
の
切
り
出
し

時
期
が
築
城
時
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
神
明
以
外
の

場
所
で
大
規
模
な
切
り
出
し
跡
が

発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
神
明
の
沢
が
築
城
時
の
石
切

り
場
跡
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

ま
ず
、
切
り
出
し
跡
を
確
認
す

る
た
め
笹
な
ど
を
伐
採
し
ま
す
。

幼
木
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
保
護
す

る
た
め
に
幹
を　�
残
し
て
伐
木

３０

し
、
大
き
な
樹
木
に
つ
い
て
は
絡

ん
だ
枝
や
横
に
張
っ
た
枝
を
落
と

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
形
が

良
く
判
る
よ
う
に
し
て
か
ら
、
全

体
の
測
量
を
行
な
い
ま
す
。
測
量

は
基
準
点
を
設
け
、
光
波
測
距
儀

（
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
）
で
、
切
り
出

し
跡
の
輪
郭
や
地
表
の
凹
凸
を
測

点
し
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
れ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
取
り
込
ん
で
座
標
計

算
を
し
、
地
形
図
を
作
成
し
ま
す
。

こ
の
地
形
図
を
基
に
し
て
切
り
出

し
場
の
規
模
・
構
造
を
確
認
し
ま

す
。
ま
た
、
各
切
り
出
し
場
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
切
り
出
し
た

の
か
、
い
つ
ご
ろ
の
時
代
に
切
り

出
し
た
の
か
、
そ
の
痕
跡
を
見
つ

け
る
た
め
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
切
り
出

し
跡
が　

ヵ
所
以
上
発
見
さ
れ
、

１５

ま
だ
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

切
り
出
し
跡
の
多
く
は
直
径
が　
１５

か
ら　

ｍ
で
、
深
さ
が
３
〜
５
ｍ

２０

の
窪
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

窪
地
に
は
、
大
木
が
生
え
て
い

る
も
の
と
幼
木
し
か
生
え
て
い
な

い
も
の
が
あ
っ
て
、
い
つ
頃
ま
で

そ
こ
で
採
掘
し
て
い
た
の
か
の
判

断
材
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今

後
の
発
掘
調
査
で
出
土
遺
物
な
ど

が
あ
れ
ば
さ
ら
に
詳
し
い
年
代
が

判
明
す
る
で
し
ょ
う
。

　

調
査
の
成
果
を
ま
と
め
て
、
福

山
城
築
城
時
の
も
の
と
そ
れ
以
外

の
も
の
と
の
線
引
き
を
行
な
い
ま

す
。
福
山
城
築
城
時
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
文
化
庁
の
指
導
に
よ
り
、

福
山
城
に
直
接
関
わ
る
重
要
な
石

切
り
場
遺
構
と
し
て
、
保
存
・
活

用
を
検
討
し
ま
す
。

 

　

教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
日
程

で
神
明
石
切
り
場
跡
の
現
地
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
現
地

は
非
常
に
急
な
斜
面
で
足
場
が
悪

い
う
え
、
そ
れ
を
標
高
差　

ｍ
以

１００

上
登
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
小
学
生
以
下
の
幼
児
や
、
体

力
に
自
信
の
無
い
方
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�
��
�
　

７
月　

日
（
土
）

１４

　
　

午
前　

時
〜
（
雨
天
決
行
）

１０

�
�
�
�
�
　

　
　

町
民
プ
ー
ル
前
駐
車
場

�
�
�
�

　
　

保
険
料
と
し
て　

円
５０

　

※
現
地
は
落
石
・
転
落
の
危
険

が
と
も
な
う
た
め
、
参
加
者
の

方
に
は
全
員
、
団
体
行
事
保
険

に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
参
加
料
は
開
催
当
日
の

支
払
い
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
　

７
月　

日
（
木
）

１２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

文
化
教
育
グ
ル
ー
プ

（�
　

－

３
０
６
０
）

４２
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○　

信
号
を
守
り
、
一
時
停
止
を

徹
底
す
る
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル

と
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
家
族

で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

○　

道
路
を
横
断
す
る
と
き
の
左

右
の
安
全
確
認
、
注
意
事
項
な

ど
を
具
体
的
に
教
え
、
車
両
に

十
分
注
意
す
る
よ
う
声
か
け
を

し
ま
し
ょ
う
。

○　

高
齢
者
が
夜
間
外
出
す
る
と

き
に
は
、
明
る
い
服
装
や
夜
光

反
射
材
の
使
用
に
努
め
、
ド
ラ

イ
バ
ー
等
に
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

去
る
、
５
月　

日
に
函
館
バ
ス

３１

（
株
）
松
前
営
業
所
前
で
松
前
高

等
学
校
に
よ
る
交
通
安
全
街
頭
啓

発
が
行
な
わ
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
り
安
全

運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

４
月　

日
、
町
民
総
合
セ
ン

２６

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
『
平
成　

年
１９

度
松
前
町
交
通
安
全
運
動
推
進
委

員
会
定
期
総
会
』
の
席
上
、
交
通

安
全
運
動
に
尽
力
さ
れ
た
次
の
８

名
の
方
々
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�

　

佐
藤　
　

實
さ
ん　
（
字
清
部
）

　

小
松　

義
雄
さ
ん　
（
字
松
城
）

　

竹
田　

悦
夫
さ
ん　
（
字
松
城
）

　

池
田　

惠
治
さ
ん　
（
字
豊
岡
）

　

矢
田　

雅
子
さ
ん　
（
字
月
島
）

　
�
川
貢
一
郎
さ
ん　
（
字
月
島
）

　

沼
田　

夢
子
さ
ん　
（
字
月
島
）

　

佐
々
木　

弘
さ
ん　
（
字
上
川
）�������

����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
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�
�


�
�
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�
�
�
�

�����������	
��

�����������������������������
�������	

���
��������

�����������������	�
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������

�������������	
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������

����������������	
��


������������������	
��
�����
�	
����������

�����������
���������� ���������� ���������� ���������� ���������� ���������� ����������� � � � � � �������

　

こ
れ
は
、
障
が
い
を
抱
え
る

方
が
、
創
作
的
活
動
や
生
産
活

動
な
ど
を
通
じ
て
、
社
会
と
の

交
流
や
日
中
に
お
け
る
活
動
の

場
を
促
進
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
ま
し
て
現
在
、
４
人
の
方
の

登
録
が
あ
り
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
毎
日
活
動
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

対
象
者
は
、
下
記
の
と
お
り

で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
気
軽
に
役
場
保
健
福
祉
課
福

祉
グ
ル
ー
プ
ま
で
申
し
込
み
さ

れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

�
�
�
�
�

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
但
し
、

祝
日
、
年
末
年
始
等
を
除
く
）

�
�
�
�
�
�

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時
ま
で

１０

�
�
�
�
�
�
�

　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�

　

身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が

い
者
、
精
神
障
が
い
者
等

�
�
�
�
�

　

無
料
（
但
し
、
お
昼
の
食
費

は
実
費
負
担
）

�
�
�
�
�
�

　

印
鑑
と
手
帳
を
持
参
し
役
場

保
健
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
に
よ
る
手
続
き
も
可

能
で
す
。

※
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
お
気

軽
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

�������	
��
��

�������	
��
��

���
�������
�������	

�������	

�
�
�
�
�
�

�����
�������	
�����



広報まつまえ 平成１９年７月号��

　

７
月
で
す
！　

暑
い
で
す
ね
！　

私
の
畑
で
は
甘

く
て
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
が
採
れ
ま
し
た
し
、
黒
モ
チ

キ
ミ
が
ど
ん
ど
ん
育
っ
て
い
ま
す
！　

皆
さ
ん
の
今

年
の
畑
は
い
か
が
で
す
か
？　

　

薬
は
い
ま
や
わ
れ
わ
れ
人
間
に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
か
く
い
う
私
も
先
月

つ
い
に
血
圧
の
薬
を
飲
み
始
め
ま
し
た
！
（
人
間
、

「
あ
き
ら
め
」
が
肝
心
で
す
・
・
・
）　

血
圧
の
薬
を

飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
い
ろ
ん
な
よ
い
効
果
が
期
待
で

き
る
の
で
す
か
ら
安
い
も
ん
で
す
ね
！

　

医
者
に
通
っ
て
い
て
、
薬
が
多
い
ナ
ァ
と
思
っ
て

い
る
方
、
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
？　

残
念
な
が
ら
心
臓

に
病
気
が
あ
る
方
は
多
く
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

糖
尿
病
を
お
持
ち
の
方
も
し
か
り
。
私
の
予
想
で
は
、

あ
と　

年
も
す
れ
ば 
心
筋
梗
塞 
（
心
臓
の
筋
肉
に
行

�
�
�
�
�
�
�
�

２０

く
血
管
が
つ
ま
る
病
気
）
の
後
に
は　

種
類
ぐ
ら
い

２０

薬
を
飲
む
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て

い
ま
す
。

　

心
臓
病
や
糖
尿
病
が
な
い
方
で
、
か
つ
薬
が　

種
１０

類
以
上
の
方
は
た
ぶ
ん
薬
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
以

下
の
ど
れ
か
に
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
か
？

ア
）
い
つ
も
具
合
が
悪
い
。
い
つ
も
あ
ち
こ
ち
痛
い
。

い
つ
も
具
合
が
悪
い
と
、
具
合
悪
さ
に
応
じ
て

薬
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
の
で
、
必
然

的
に
薬
が
多
く
な
り
ま
す
。

イ
）
薬
が
好
き
で
あ
る
。
あ
れ
に
も
薬
、
こ
れ
に
も

薬
。

ウ
）
胃
薬
が
好
き
で
あ
る
。
胃
薬
を
３
種
類
も
飲
ん

で
い
る
。

エ
）
複
数
の
医
者
に
通
っ
て
い
る
。
通
う
医
者
が
多

い
ほ
ど
薬
の
数
は
増
え
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
し

よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
）
た
く
さ
ん
病
気
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
た
が
あ

り
ま
せ
ん
ナ
。

カ
）
長
年
医
師
が
交
代
し
て
い
き
、
新
し
い
医
師
が

前
の
医
師
の
薬
を
や
め
ず
に
ど
ん
ど
ん
足
し
て

い
っ
て
い
る
。

キ
）
薬
を
や
め
る
の
が
な
ん
と
な
く
不
安
で
あ
る
。

ク
）
便
通
が
悪
い
。
こ
れ
も
薬
が
増
え
ま
す
。

ケ
）
胸
焼
け
が
す
る
。
こ
れ
も
薬
が
増
え
ま
す
。

コ
）
眠
り
薬
を
飲
ん
で
い
る
。

サ
）
た
く
さ
ん
の
薬
が
必
要
な
病
気
を
持
っ
て
い
る
。

シ
）
よ
そ
の
医
者
で
始
め
ら
れ
た
薬
を
そ
の
ま
ま
今

の
医
者
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
。

ス
）
効
く
か
効
か
な
い
か
わ
か
ら
な
い
薬
を
そ
の
ま

ま
飲
ん
で
い
る
。

　

薬
に
関
し
て
は
医
師
の
ほ
う
も
忙
し
さ
に
か
ま
け

て
ど
う
し
て
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

医
師
と
し
て
は
可
能
な
限
り
少
な
い
薬
で
済
む
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
薬
が
多

い
な
と
思
わ
れ
た
と
き
は
是
非
一
度
、
か
か
り
つ
け

の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。「
薬
、も
っ
と
少
な
く

な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
？
」
と
ネ
。
ど
う
し
て
も
必
要

と
い
う
薬
以
外
は
思
い
切
っ
て
や
め
る
こ
と
も
大
事

な
こ
と
で
す
か
ら
。
で
は
！

　

松
前
町
立
松
前
病
院　

院
長　

木　

村　

眞　

司

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
��

��
�
�
�

��

��������
�
�
�	
�
��
��

�	����
���
������

�������������������������������������������

１３日（金）午前・午後
２７日（金）午後
２８日（土）午前

４日（水）午前・午後
１１日（水）午前・午後
１８日（水）午前・午後
２５日（水）午前・午後

９日（月）午後
２３日（月）午後

☆函館中央病院医師に
よる診療です。

２８日（土）午前

☆市立函館病院・松村
医師による診療です。

�������	 �������	
��
�������������������� 

�
�
�
�
�
�
�
	

　

松
前
病
院
で
は
、
健
康
で
通
勤

可
能
な
方
を
対
象
に
、
臨
時
職
員

（
看
護
補
助
員
）
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
方
は�
��
���

�
�
�
ま
で
に
履
歴
書
（
市
販
の

も
の
で
可
）
を
病
院
管
理
グ
ル
ー

プ
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
可
）。

�
�
�
�
�
�
　

看
護
補
助
員

�
�
�
�
�
　

１
名

�
�
�
�
　

職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
に
よ
る

�
�
�
�
�
�

　

職
員
の
勤
務
時
間
と
同
じ

（
変
則
及
び
夜
間
勤
務
有
り
）

�
�
�
�
�
　

概
ね　

歳
ま
で

４０

�
�
�
�
�
　

特
に
な
し

�
�
�
�
�
　

　

７
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で

１７

３１

�
�
�
�
�
�
　

社
会
保
険

　

こ
の
他
に
看
護
師
、
准
看
護
師

を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
パ
ー
ト

勤
務
可
）
詳
細
に
つ
い
て
は
病
院

管
理
グ
ル
ー
プ
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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�
��
�

　

８
月
１
日
（
水
）
〜
２
日
（
木
）

　

１
泊
２
日

�
�
�
�

　

福
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺

�
��
�

　

野
外
キ
ャ
ン
プ
・
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
・
蛍
の
観
察
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
	

　

小
学
４
年
〜
６
年
生

（
先
着　

名
ま
で
）

２０

　

参
加
経
費
は
、
一
人
二
千
円

�
�
�
�
�
�
�

　

７
月　

日
（
金
）
ま
で

２０

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

教
育
委
員
会
文
化
教
育
グ
ル
ー

プ
（�
　

－

３
０
６
０
） 

４２

�
��
�

　

８
月
６
日
（
月
）
〜
７
日
（
火
）

　

１
泊
２
日

�
�
�
�

　

松
前
港
周
辺
及
び
神
明
グ
ラ
ウ

ン
ド

�
��
�

　

ヨ
ッ
ト
セ
ー
リ
ン
グ
（
松
前
港

周
辺
）・
つ
り
・
海
水
浴
・
野
外

キ
ャ
ン
プ（
神
明
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

な
ど

�
�
�
�
�
�
�
	

　

小
学
４
年
〜
６
年
生
・
中
学
生

（
先
着　

名
ま
で
）

２０

　

参
加
経
費
は
、
一
人
二
千
円

�
�
�
�
�
�
�

　

７
月　

日
（
金
）
ま
で

２０

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

教
育
委
員
会
文
化
教
育
グ
ル
ー

プ
（�
　

－

３
０
６
０
） 

４２

�
��
�

　

８
月　

日
（
月
）

１３

　

午
前　

時　

分
〜
（
受
付
９
時

１０

３０

　

分
〜
）

３０

�
�
�
�

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ラ
ン
ド

「
い
さ
り
び
」

�
��
�

　

記
念
式
典
、
記
念
写
真
撮
影
な

ど

　

※
記
念
写
真
希
望
の
方
は
、
当

日
、
受
付
に
て
代
金　

２
千
２

百
円
（
郵
便
料
込
み
）
を
い
た

だ
き
ま
す
。

�
�
�
�

　

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

６２

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
れ
た

６３方
で
、
町
内
に
在
住
す
る
方
及

び
松
前
町
出
身
の
方

�
�
�
�
�
�
�

　

教
育
委
員
会
文
化
教
育
グ
ル
ー

プ
（�
　

－
３
０
６
０
） 

４２

　

６
月　

日
か
ら
旭
川
市
で
行
わ

１６

れ
た
第　

回
北
海
道
小
学
生
陸
上

２５

競
技
大
会
で
、
松
前
陸
上
少
年
団

が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
見
事
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

◎
井
村
雅
之
（
松
城
小
）

　
　

砲
丸
投　
　

第
３
位

�
�
�
�
�
�
�
	

　

◎
松
村
魁
士
（
小
島
小
）

　
　

１
０
０
ｍ　

第
３
位

　
　

走
幅
跳　
　

第
２
位

�
�
�
�
�
�
�
	

　

◎
鍋
谷
双
葉
（
松
前
小
）

　
　

１
０
０
ｍ　

第
２
位

　

※　

そ
の
他
の
出
場
選
手

�
�
�
�
�
�
�
	

　

走
幅
跳

　

◎
山
本
明
日
香
（
松
城
小
）

　

◎
岩
城
茉
那
（
小
島
小
）

�
�
�
�
�
�
�
	

　

８
０
０
ｍ

　

◎
堀
川
綺
華
（
松
城
小
）

�
��
�

　

７
月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）

１４

１５

�
�
�
�

　

町
民
野
球
場

�
�
�
�
�
�

　

西
南
四
町
の
７
チ
ー
ム

※
町
内
か
ら
は
、
大
島
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
・
小
島
ビ
ク
ト
リ
ー
ジ
ュ

ニ
ア
・
松
城
ユ
ニ
オ
ン
の
３
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
す
。

　

会
場
・
試

合
時
間
等
詳

し
い
こ
と
は
、

教
育
委
員
会

文
化
教
育
グ

ル
ー
プ
に
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�
��
�

　

７
月　

日
（
土
）

２８

�
�
�
�

　

町
民
野
球
場

�
�
�
�
�
�

　

町
内
の
小
学
４
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
選
手
で

編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

�
�
�
�
�
�
�
	

�
��
�
�
�
�
	


�

�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
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文
化
教
育
グ
ル
ー
プ　
�
　

－

３
０
６
０

４２

�
�
�
�
�
�
�
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��
��

　

６
月　

日
、
松
前
公
園
内
で
松

１５

前
中
学
校
の
全
校
生
徒　

名
が
花

２３２

の
終
わ
っ
た
桜
に
肥
料
を
与
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
桜
が
花
を
咲
き
終
え

て
一
番
衰
弱
す
る
こ
の
時
期
に
肥

料
を
与
え
、
来
年
も
美
し
い
花
が

咲
く
よ
う
に
と
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
小
雨
の
降
る
中
、
松

前
城
観
濤
台
や
桜
見
本
園
な
ど
公

園
内
に
あ
る
桜
に
ス
コ
ッ
プ
で
穴

を
掘
っ
て
肥
料
を
与
え
、
来
年
も

美
し
く
咲
い
て
ほ
し
い
と
気
持
ち

を
こ
め
て
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
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６
月
２
日
、
唐
津
駐
車
場
に
お

い
て
、
松
前
朝
市
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
昨
年
か
ら
桜
の
里
松
前

朝
市
実
行
組
合
（
組
合
長　

上
原

尭
）
が
主
催
で
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
初
日
と
な
っ
た
当
日
は
、
開

催
を
待
ち
わ
び
た
多
く
の
町
民
が

開
催
時
間
の
午
前
８
時
前
か
ら
来

場
し
、
販
売
開
始
と
と
も
に
出
店

し
た　

店
舗
に
並
ん
だ
多
種
多
様

１７

の
地
元
産
の
山
菜
や
海
産
物
な
ど

が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
松
前
朝
市
は　

月
ま
で

１０

毎
週
日
曜
日
に
唐
津
駐
車
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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６
月
２
日
に
は
赤
神
漁
港
に
お

い
て
、
日
本
水
難
救
済
会
松
前
救

難
所
海
難
救
助
訓
練
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
町
内
６
支
所
か
ら
約　

名
２０

が
参
加
し
、
救
命
索
発
射
器
操
法

訓
練
、
救
難
用
ゴ
ム
ボ
ー
ト
操
法

訓
練
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
ほ
か
、

函
館
海
上
保
安
部
の
救
急
救
命
士

に
よ
る
救
急
法
の
指
導
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ど
の
訓
練
に
も
日
頃
の
成
果
を

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
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５
月　

日
、
館
浜
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

１９

員
の
「
親
父
の
会
」
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
フ
ェ
ン
ス
補
修
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

親
父
の
会
で
は
、
花
壇
整
備
な

ど
館
浜
小
学
校
の
周
辺
整
備
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
囲
ん
で
い

る
フ
ェ
ン
ス
が
老
朽
化
し
て
危
険

な
こ
と
か
ら
、
補
強
や
修
理
を
し

て
児
童
に
安
全
に
使
っ
て
も
ら
お

う
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
約　

名
が
小
雨
の
降

１０

る
中
、
子
供
達
の
た
め
に
一
生
懸

命
作
業
し
て
お
り
ま
し
た
。
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��広報まつまえ 平成１９年７月号

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で

選
ば
れ
た　

人
の
検
察
審
査
員
が
、

１１

国
民
を
代
表
し
て
検
察
官
が
事
件

を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起

訴
処
分
）
の
善
し
悪
し
を
審
査
す

る
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
中
で
、
交
通
事
故
・

盗
難
・
詐
欺
・
横
領
な
ど
被
害
に

あ
っ
た
人
や
犯
罪
や
告
訴
・
告
発

し
た
人
が
検
査
官
の
不
起
訴
処
分

を
不
服
と
し
て
、
検
察
審
査
会
に

申
し
立
て
の
あ
っ
た
と
き
に
審
査

を
始
め
ま
す
。
申
し
立
て
が
な
く

て
も
、
検
察
審
査
会
が
職
権
で
不

起
訴
事
件
を
取
り
上
げ
て
審
査
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

審
査
の
申
し
立
て
に
は
一
切
費

用
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

　

函
館
市
上
新
川
町
１－
８

　

函
館
検
察
審
査
会

（
函
館
地
方
裁
判
所
内
）

�
（
０
１
３
８
）　

－

２
１
５
１

４２
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小
学
校
修
了
前
の
児
童
（
満　
１２

歳
の
年
度
末
ま
で
）
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
公

務
員
に
つ
い
て
は
、
勤
務
先
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。）
た
だ
し
、
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
、

所
得
制
限
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

【
手
当
月
額
】

※
３
歳
未
満

　

・
一
律　
　
　
　

１
万
円

※
３
歳
以
上

　

・
第
１
子　
　
　

５
千
円

　

・
第
２
子　
　
　

５
千
円

　

・
第
３
子
以
降　

１
万
円
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次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
（
満　

歳
の
年
度
末
ま
で
）
を

１８

育
て
る
母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

・
父
母
の
離
婚

　

・
父
の
死
亡

　

・
父
の
生
死
不
明

　

・
父
が
重
度
の
障
害

　

・
父
が
一
年
以
上
の
遺
棄
ま
た

は
拘
禁

　

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生

ま
れ
た
児
童

　

た
だ
し
、
公
的
年
金
を
受
給
し

て
な
い
等
の
支
給
要
件
及
び
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。
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身
体
、
精
神
に
一
定
の
障
害
が

あ
る　

歳
未
満
の
児
童
を
育
て
る

２０

父
母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。

※
各
手
当
の
申
請
等
詳
し
く
は
、

役
場
保
健
福
祉
課
育
児
支
援
グ

ル
ー
プ
（�
　

－

２
２
７
５
）
へ

４２

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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総
務
省
統
計
局
で
は
、
家
計
収

支
の
面
か
ら
国
民
生
活
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
て
国
や
地
方
の
政
策

に
生
か
す
た
め
「
家
計
調
査
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
地
域
は
無
作
為
に
選
ば
れ

ま
す
。
ま
た
、
調
査
員
な
ど
統
計

関
係
者
は
、
調
査
票
に
書
か
れ
た

こ
と
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計

以
外
の
目
的
に
使
う
こ
と
を
統
計

法
と
い
う
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

調
査
地
域
内
の
ご
家
庭
に
調
査

員
が
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
に
つ
い
て
不
明
な

点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

渡
島
支
庁
地
域
振
興
部

　
　
　
　
　

地
域
政
策
課
統
計
係

　
�
０
１
３
８－
　

－

９
４
２
７

４７

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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●
応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
す
る　

歳
以
上

１８

　

歳
未
満
の
者
（
採
用
種
目
に
よ

２７り
対
象
年
齢
が
異
な
り
ま
す
。）

●
給
与

　

初
任
給
は　

万
７
千　

円
（
基

１５

５１０

準
）
で
宿
舎
費
・
食
事
・
被
服
支

給
ま
た
は
貸
与

●
ボ
ー
ナ
ス　

年
４
・　

ヵ
月
分

４５

●
採
用
試
験

◇
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

　
　

平
成　

年
９
月　

日
（
日
）

１９

１６

　
　

・　

日
（
水
）・　

日
（
木
）

１９

２０

▼
受
付
期
間　

８
月
１
日
（
水
）

〜
９
月　

日
（
金
）

１４

◇
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
女
子
）

　
　

平
成　

年
９
月　

日
（
月
）

１９

２４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
（
火
）

２５

▼
受
付
期
間　

８
月
１
日
（
水
）

〜
９
月
７
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
松
前
地
域

事
務
所
（�
　

－

３
７
７
４
）
ま

４２

た
は
、
役
場
生
活
環
境
課
生
活
環

境
グ
ル
ー
プ（�
　

－

２
２
７
５
）

４２

ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。
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平
成　

年
７
月　

日
（
土
）

１９

２１

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

�
��
�

　

函
館
市
湯
川
町
１
丁
目

　

番
１
号

３２

　

函
館
市
民
会
館
展
示
室

　
�
（
０
１
３
８
）　

－

３
１
１
１

５７

�
�
�
�
�

　
　

登
記
関
係
・
供
託
関
係
・
戸

籍
関
係
・
人
権
擁
護
関
係
等
の

法
務
局
所
掌
事
務
に
関
す
る
も

の

　

※
相
談
に
つ
い
て
は
、
無
料
で

函
館
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応

し
、
内
容
は
一
切
秘
密
が
守
ら

れ
ま
す
。
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函
館
市
新
川
町　

番　

号

２５

１８

　

函
館
地
方
法
務
局
総
務
課

　
�
（
０
１
３
８
）　

－

７
５
１
１

２３

（
内
線
５
１
４
）

　
�
０
９
０－

３
１
１
７－

１
１

１
３
（
当
日
）

 

　

松
前
商
工
会
青
年
部
ほ
か
町
内

の
若
者
と
松
前
観
光
協
会
が
共
催

し
て
、
松
前
藩
屋
敷
で
宿
泊
体
験

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

松
前
公
園
を
走
り
回
り
謎
を
解

き
な
が
ら
、
隠
さ
れ
た
文
字
を
探

し
出
す
「
忍
法
こ
と
ば
ば
ら
ば
ら

の
術
」
や
「
肝
試
し
」「
木
工
品
づ

く
り
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

江
戸
時
代
を
リ
ア
ル
に
体
験
し
、

松
前
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
に
触

れ
「
学
び
」「
遊
び
」
な
が
ら
、
友

だ
ち
と
一
緒
に
夏
休
み
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
同
日
、
松
前
神
社
で
は

「
あ
じ
さ
い
祭
り
」
が
開
催
さ
れ

松
前
神
楽
な
ど
が
催
さ
れ
ま
す
。

◆�
�

　

８
月
４
日
（
土
）
〜
５
日
（
日
）

◆�
�
�
�

　

小
学
校
４
年
生
〜
６
年
生

◆�
�
�
�
　
　

名
３０

◆�
�
�

　

１
人
２
千
５
百
円
と
米
２
合

◆�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�松

前
町
商
工
会　

今
本

（�
　

－

２
３
３
９
）

４２

松
前
観
光
協
会　

川
内

（�
　

－

２
７
２
６
）

４２

役
場
総
務
課　

熊
谷

（�
　

－

２
２
７
５
）

４２

※
参
加
申
し
込
み
は
７
月　

日
１７

（
火
）
ま
で
と
し
ま
す
。
ま
た
、

宿
泊
体
験
で
使
用
す
る
寝
袋
・
飯

ご
う
を
探
し
て
い
ま
す
。
使
用
し

て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
譲
り
く
だ
さ
い
。
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時　間月　日場　　　所地区

１０：００～

１３：００

７月２７日�漁 民 セ ン タ ー
建 石

弁 天

７月２７日�館浜生活改善センター館 浜

７月２６日�札前生活改善センター札 前

７月２５日�静 浦 老 人 憩 の 家静 浦

７月２５日�茂 草 町 内 会 館茂 草

７月２７日�清部生活改善センター清 部

７月２５日�パートナーシップランド
　　　　　　『いさりび』江 良

７月２６日�

７月２６日�原 口 老 人 憩 の 家原 口

�������	
��
����������

�������	
��

　障がいのある方及びその家族を対象として障がい全般
についての相談窓口を開設します。
　日程は次のとおりですので、身体障がい・知的障がい・
精神障がい種別にかかわらず、お気軽にご相談下さい。

※なお、同様の相談を１１月１６日（金）にも予定しており
ます。

�������	
�

　役場保健福祉課福祉グループ　�４２－２２７５
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パートナーシップランド「いさりび」
１０：３０～１２：００

８月３日
（金）

小島地区基幹集落センター

ふれあい交流センター
１３：３０～１５：００

荒谷寿の家
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■
発
行
・
松
前
町
　
■
編
集
・
総
務
課
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ
　
■
印
刷
・
㈲
三
和
印
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
〒
０４９

－１５９２
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
字
福
山
２４８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 �
 ０１３９

－４２
－２２７５

   ＦＡ
Ｘ
 ０１３９

－４６
－２０４８
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『戸籍の窓口』は、届け出の際、掲載
の承諾を得た方のみ紹介しています。
　また、敬称は略させていただきます。
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（　）内は前月との比較増減 

������
字神山　東舘　克洋
　　　　�山　瑞穂（字茂草）

字原口　齊藤　一也
　　　　太田　典子（字豊岡）

江差町　佐藤　仁史
　　　　和田　恵美（字江良）

�����
字江良　岡井　勇雄（６６）

字江良　黒谷朝太郎（８３）

字江良　斉藤　一夫（６３）

字江良　福井美惠子（６３）

字小浜　長尾　信子（８１）

字建石　小田桐春雄（８５）

字大磯　堀川富士子（５３）

字博多　石田　 枝（８３）

字博多　山本　篤夫（７４）

字唐津　中村　三男（８１）

字豊岡　新谷喜代枝（６４）

字豊岡　�澤　三郎（７１）

字朝日　三上　ツヤ（８４）

字白神　亀田　キヨ（８８）

字白神　福原　留吉（８９）

字大津　佐藤 佳  乃  子 （ 純 ）
か の こ

字札前　吉田　 海  奈 （公人）
かい な

字建石　大塚さくら（雅俊）

字上川　石戸　　 珀 （ 保 ）
はく
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�役 ：役場
�病 ：町立松前病院
�総 ：町民総合センター
�町体 ：町民体育館
いさりび：パートナーシップランド『いさりび』
�集 ：小島地区基幹集落センター

�健 ：健康センター
�温泉 ：温泉休養センター
�球 ：町民野球場
パーク：ふれあい公園パークゴルフ場
�コミ ：建石コミュニティセンター
�改 ：生活改善センター

�憩 ：老人憩の家
�寿 ：寿の家
�福 ：月島福祉の家
ふれあい：ふれあい交流センター
�会館 ：町内会館
�社協 ：社会福祉協議会

����
���� ��

����������

�������	
�（９：００～１５：００ �総 ）

スタンド営業：川菱商会
�� ���

��������� ���
�������	
（９：００～ 松城小グラウンド）�� ���

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）
総合計画地域懇談会〈大沢地区〉
（１８：３０～２０：３０ 白神�寿 ）�� ���

栄養相談（１０：００～１４：００ �健 ）
定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）

総合計画地域懇談会〈小島地区〉
（１８：３０～２０：３０ �集 ）
旅行相談窓口開設（１３：００～１５：００ �役 ）

�� ���

総合計画地域懇談会〈産業団体〉
（１３：３０～１５：３０ �総 ）�� ���
「書」に関する講演会（１１：００～ �総 ）
童話の日（絵本の読み聞かせ）（１４：００～１４：３０ �総 ）�� ���

スタンド営業：太平洋石油�� ���
さわやか健診
（８：３０～１１：００ 白神�寿 、１３：００～１５：００ 荒谷�寿 ）
整形外科・脊椎疾患専門外来（１３：３０～１５：００ �病 ）

総合計画地域懇談会〈大島地区〉
（１８：３０～２０：３０ いさりび）�� ���

さわやか健診
（８：３０～１１：００ 朝日�寿 、１３：００～１５：００ 大沢�憩 ）
股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０ �病 ）

総合計画地域懇談会〈福山～大沢地区〉
（１８：３０～２０：３０ �福 ）��� ���

さわやか健診
（８：３０～１１：００、１３：００～１５：００ 大磯�会館 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

総合計画地域懇談会〈建石～松城地区〉
（１８：３０～２０：３０ ふれあい）��� ���

さわやか健診
（８：３０～１１：００、１３：００～１５：００ �福 ）

参議院議員選挙告示日
旅行相談窓口開設（１３：００～１５：００ �役 ）��� ���

さわやか健診
（８：３０～１１：００、１３：００～１４：００ ふれあい）
耳鼻咽喉科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

��� ���

さわやか健診（８：３０～１１：００ �総 ）
�������	
��（９：００～ �球 ）��� ���
�������	
��（１０：００～ �球 ）

スタンド営業：前側石油
��� ���

��� ���

��� ���

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

夏の交通安全運動・夏のあいさつ運動強調週間
（２７日まで）
心配ごと相談所開設（１３：００～１６：００ �社協 ）
古文書講座（１９：００～２０：３０ �総 ）

��� ���

定期健康相談
（１０：００～１４：００ �健 　１２：３０～１３：３０ 茂草�会館 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１５：００ �役 ）��� ���

�� �����	
�����������	
��� �����	
�����������	
�
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���������

��� ������ ��������

��� ������ ��������

����
����� ��

����������

��� ���
童話の日スペシャルデイ
（絵本の読み聞かせ・工作）（１４：００～１６：００ �総 ）��� ���

スタンド営業：川菱商会��� ���

整形外科・脊椎疾患専門外来（１３：３０～１５：００ �病 ）��� ���

リハビリ教室（１０：００～１５：３０ �総 ）��� ���

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

�������	

運転免許更新時講習会（�総 ）
　違反講習１０：００～・優良講習１３：００～
　一般講習１３：４５～・初回講習１５：００～
年金相談（９：００～１５：００ �役 ）

��� ���

育児教室【すくすく教室】（１０：００～１１：３０ �健 ）
定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１５：００ �役 ）��� ���

耳鼻咽喉科診療（１３：３０～１５：００ �病 ）出稼ぎ就職相談会（１０：００～１４：００ いさりび）��� ���
内科（循環器・予約制）・外科・整形外科（北大）
耳鼻咽喉科のみ診療（８：３０～１１：００ �病 ）

�������	（９：００～ �球 ）��� ���
��������	


スタンド営業：太平洋石油
��� ���

��� ���

��� ���

�� �����	
�����������	
��� �����	
�����������	
�

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）�� ���
栄養相談（１０：００～１４：００ �健 ）
定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１５：００ �役 ）�� ���

�� ���

�

�������	




�������	
��
����������	���������������� !"#$%&�'(�)*

�������	
��
����
�������������������� !"#$��%&�'��()

�������	
��
���������������������� ��!"
�#�$%��&'(

��������	
���
������������������
������� !"#$%

��������	


�� �� �� �

平成１８年度の成果年　次　計　画目　　　　　　　　標取り組むべき重点課題

���������	

　同左
平成１９年度にシステム
構築
同年度から実施　

　重要な事務事業の目標を設定、その進
捗状況を管理し、問題点の把握

１ 進行管理システムの推進

　同左平成１９年度に導入検討
　事務事業評価に加え、政策・施策につ
いても評価する成果を重視した行政の
執行

２ 行政評価制度（事務事業
評価・政策評価）の導入
検討

　平成１７年度に引き続き実施し
ました。

平成１７年度から実施　毎年度見直し３ 補助金等の見直し

　平成１８年度に作成しました。平成１８年度から作成　町民にわかりやすい町予算書の作成４ 町民向け予算書の作成

�������	
��
����

�� �� �� �

平成１８年度の成果年　次　計　画目　　　　　　　　標取り組むべき重点課題

���������

　町内に在住する方７名に広報
モニターをお願いしました。

平成１８年度にモニター
委嘱
平成１９年度にレポータ
ー委嘱　

　広報モニター、広報レポーターの委嘱
１ 広報紙・ホームページの
活用・情報の更新

��������	�
�

　平成１７年度に引き続き実施し
ました。

平成１７年度から実施
　町民への情報提供の充実、町民参画機
会の拡充

１ 移動町長室の開催

　平成１８年度は開催できません
でした。１９年７月中に開催しま
す。

平成１８年度から実施
　町民への情報提供の充実、町民参画機
会の拡充 

２ 町内会役員との懇談会、
地域懇談会の開催

　平成１８年度に要綱の検討をし、
１９年５月１日に策定しました。
なお、制度の適用は、１９年度内
に策定する新しい「総合計画」
において実施します。

平成１８年度要綱策定
平成１９年度から実施

　パブリックコメント制度（町が政策や
各種計画を決定する前に、素案などを町
民のみなさんに公表し、そこで得られた
意見などを踏まえ成案に反映していく
制度）の実施要綱の策定・推進

３ パブリックコメント制度
の導入

���������	


　平成１８年度においても、各町
内会に職員を配置しましたが、
今後、協働のまちづくり推進協
議会に連動できるようあり方を
検討します。

平成１７年度　職員配置
災害弱者、避難路等把
握
平成１８年度から拡大推
進

　町内会と町役場がより大きな信頼と
連帯感で結ばれ、一体となって町の課題
に取り組む「住民自治」のまちづくりを
確立

１ 協働プログラムの推進

　平成１８年度は、公共業務の委
託をとおし育成支援に努めまし
た。

平成１７年度１団体設立
　ＮＰＯ（継続的、自発的に社会貢献活
動を行う、営利を目的としない団体の総
称）団体の設立・協働の取り組み

２ ＮＰＯ（特定非営利活動
法人）等の育成支援

�
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平成１８年度の成果年　次　計　画目　　　　　　　　標取り組むべき重点課題

��������	
��
�����������������

　平成１８年度に更新しました。平成１８年度に更新

　平成１０年度に導入した基幹系システ
ム（住基、税、福祉、選挙、財務会計、
健康管理、学校教育、学校給食、給与シ
ステム）の更新

１ 基幹系システムの更新

　平成１８年度に導入しました。平成１８年度に導入
　共通様式や各課からの連絡等を職員
全員へ迅速に配布し、事務処理の高速化、
省資源化

２ 情報系システムの導入

　平成１８年度に導入しました。平成１８年度に導入
　各支所への電算情報処理速度の高速
化による窓口サービスの向上

３ 支所とのネットワーク化
推進

�
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平成１８年度の成果年　次　計　画目　　　　　　　　標取り組むべき重点課題

��������	
��

　平成１８年度に用途緩和し、休
止体育館の復活使用。引き続き、
１９年度も検討していきます。

平成１８年度に検討　公共施設等の有効利用方策の検討
１ 公共施設等の有効活用の
推進

　桜資料館のボランティアによ
る管理実施及び公園管理ボラン
ティアを募集しました。

平成１８年度に検討　管理協力員制度制定
２ 公共施設、公園、遊園地
等管理協力員制度の制定

��������	
��
����

　平成１８年度に民間委託しまし
た。

平成１８年度に民間委託
　配送業務部門に加え、調理業務部門の
民間委託

１ 給食センター調理業務部
門の民間委託

　平成１８年度に民間委託しまし
た。

平成１８年度に民間委託　運営業務部門の民間委託
２ 図書館運営業務部門の民
間委託

　他の直営施設への導入につい
て検討しましたが現段階では、
条件が整わず、引き続き条件整
備に努めていきます。

平成１８年度に検討
　松前藩屋敷に引き続き、他直営施設へ
の導入検討

３ 公の施設の指定管理者制
度導入

　平成１８年度に引き続き、１９年
度も検討していきます。

平成１８年度に検討
　アウトソーシング（事務事業〔業務〕の
外部委託）計画の策定

４ アウトソーシング計画の
策定
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　グループ制は１８年度に検証し
ました。
　プロジェクトチームは、グ
ループ制検討委員会など４つの
委員会を設置し、方向性を検討
しました。

平成１７年度に導入
平成１８年度に検証
平成１９年度に見直し
平成１８年度に設置検討

　グループ制の導入

　　
　横断的なプロジェクトチームの設置

１ 流動的、弾力的組織の横
断的取組

　平成１８年４月１日に静浦・札
前保育所を廃止し、清部保育所
に統合しました。また、小学校
の適正規模適正配置を検討し、
２０年４月１日を目途に原口小学
校を大島小学校に統合予定です。

平成１８年度に検討　支所、保育所、小学校等のあり方を検討２ 出先機関等の見直し

　平成１８年度に引き続き、１９年
度も検討していきます。

平成１８年度に検討
　町長部局と教育委員会部局の類似対
象事業の統合

３ 町長部局と教育委員会部
局との一体化の推進

　平成１８年度に引き続き、１９年
度に入り国保運営協議会、学校
給食運営協議会などの定数の見
直しをしています。

平成１７年度に見直し

平成１８年度に検討

　図書館協議会の廃止
　農業委員会委員定数の見直し
　審議会等の統廃合やそのあり方を検討

４ 各種審議会、委員会等の
見直し
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　実施済み
　平成１９年４月１４５人
　（△１６人、△９.９％）

平成１７年度に計画策定
し、同年度から実施

　平成１７年４月　１６１人
　平成２２年４月　１３８人　　　　
　　　　　２３人の削減　△１４.３％

１ 定員適正化計画の推進
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　勧奨退職者の特別昇給の廃止
を検討し、平成１９年度より実施
しました。

平成１８年度に検討　地方公務員制度改革への対応１ 給与制度の適正化
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　職員提案による研修制度の導
入などにより、３８名の研修実施。
１９年度において一層の見直しを
進めます。

平成１８年度に見直し　研修の充実による職員の資質向上
１ 人材育成に関する基本方
針の見直し

　平成１８年度に職員自らによる
組織を設置し、啓発活動などを
実施しました。引き続き接遇向
上に努めていきます。

平成１７年度に検討・実
施
平成１８年度に見直し

　基本的マナーの向上による町民に親
しまれ信頼される職員の育成

２ 職員の接遇向上

　協働のまちづくりと併行して
いくべきと考えました。

平成１８年度に検討
　民間ボランティアセンターの設置及
びコーディネーターの配置

３ 民間ボランティア制度の
導入
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　実施済み平成１７年度に策定　再構築プランの策定１ 再構築プランの策定

　実施済み平成１７年度に実施

　勧奨退職
　退職者不補充
　特別職給料削減２０％削減
　特別職期末手当支給額の削減
　（町長２５％、助役２０％、教育長１８％削減）
　職員給料６～１０％削減
　職員の期末勤勉手当支給額の５％～
　１５％削減
　臨時職員給料１０％削減
　管理職手当１２％から５％に削減
　収入役廃止
　非常勤特別職報酬年額及び月額で１０％、
　日額で２０％削減

２ 人件費の抑制

　平成１８年度に実施しました。平成１８年度に実施

　勧奨退職
　職員の採用抑制
　臨時職員の採用抑制
　特別職給料削減２０％削減
　特別職期末手当支給額の削減
　（町長２５％、助役２０％、教育長１８％削減）
　職員給料６～１０％削減
　職員の期末勤勉手当支給額の５％～
　１５％削減
　管理職手当１２％から５％に削減
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　同左
平成１９年度
　　改選時から実施

　議会議員定数の見直し（１８人→１４人）３ 議員定数の見直し

　平成１７年度に見直ししたもの
は引き続き実施。１８年度も残り
の補助金・負担金の見直しをし、
廃止や縮小を図りました。

平成１７年度に実施

平成１８年度に見直し

　町単独災害弔慰金及び見舞金の廃止
　納税奨励補助金の削減
　医療施設整備資金等貸付制度の廃止
　長寿者祝金の廃止

４ 補助金・負担金の見直し

　平成１８年度に引き続き１９年度
も計画的な償還に努めることに
しました。

平成１８年度に検討
　償還財源を確保し計画的な償還によ
る資金負担の平準化

５ 町債の平準化の推進

　町有遊休公用地の民間活用の
ため積極的な処分を実施しまし
た。

平成１８年度に年次計画
策定

　年次計画の策定
６ 遊休町有財産の民間への
移譲促進

　平成１７年度に引き続き実施し
ています。

平成１７年度から実施　経常的な物件・維持補修費の削減７ 経費節減等の徹底見直し

　同左

平成１７年度に料金改正

平成２０年度に見直し検
討

　使用料・手数料の見直し
　パートナーシップランド使用料
　公民館使用料
　ふれあい交流センター使用料
　町民体育館使用料
　漁民センター使用料
　基幹集落センター使用料
　児童館使用料
　コミュニティセンター使用料
　生活改善センター使用料
　老人福祉施設使用料
　ふれあい公園使用料
　火葬場使用料
　一般廃棄物処理手数料

８ 歳入確保の具体策 

　平成１８年度に引き続き、１９年
度も検討していきます。

平成１８年度に検討　公金収納窓口の拡大

���������	
�

　実施済み
　実施済み
　実施済み

平成１８年度に実施しました。
平成１８年度に実施しました。
平成１８年度に実施しました。
平成１８年度に新たに人工透析事
業を実施しました。

　同左

　同左

平成１７年度から実施
平成１７年度から実施
平成１７年度から実施

平成１８年度に実施
平成１８年度に実施
平成１８年度に実施

平成１９年度に実施

平成１９年度に更新

　地域医療懇談会の開催
　医療スタッフ講師派遣事業 
　医薬分業、医療事務に加え、給食調理
業務の民間委託

　在宅医療（訪問診療）の充実
　患者無料送迎バスの拡充
　各種健（検）診・人間ドック事業の拡充

　

　在宅医療（訪問診療・訪問服薬指導、
　訪問リハビリ）の充実
　基幹系システム（医療事務・財務管理・
薬剤管理・給食管理）の更新

１ 病院事業

　管理部門の民間委託は、平成
１８年度に引き続き、１９年度も検
討していきます。

平成１８年度に検討
平成１９年度に検討

　管理部門の民間委託
　水道料金の見直し

２ 水道事業
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